










要約 

広島・長崎における原爆被爆者の子供5196 名とその対照群 4081 名に対する細胞遺伝学的

分析の結果の放射線被曝に起因する可能性のある染色体異常を保有する個体頻度の増加は

統計的には証明されなかった。しかし,性染色体異常が被爆群においてやや高い傾向にある

ことから,放射線照射により性染色体不分離に基く異常が誘発する可能性が考えられると

ともに,さらに実験的究明が重要であることが示唆された。 


